
第1部 シンポジウム
地域力の源を知ろう！

信州の豊かな暮らしを支えている住民活動やボ
ランティア活動。その背景には地域に対する
「愛」や人に対する「愛」があります。その
「愛」を育むのは何なのか。人や地域を動かす力
や文化とは何か。地域活動実践者との対話により、
地域活動やボランティア活動の根幹を問いかけま
す。

お名前 加山 弾さん

所属 東洋大学 社会学部 社会福祉学科 教授

略歴 関西学院大学大学院社会学研究科満期退学

（博士）。地域における社会的孤立・排除の問題事
象を構造化し、コミュニティワークによってどのよ
うに解決しうるかを中心に研究。また、最近では、
実践家の方々と共同で、コーホート分析などを用い
て、“既存のフレーム”で看過しがちな問題の把握
（地域アセスメント）について研究を行っている。
東日本大震災後は県外避難者への支援と地域住民と
の関係形成（コミュニティづくり）促進へも取り組
んでいる。

書籍等 『社会を変えるソーシャルワーク－制

度の枠組みを越え社会正義を実現するために－』
（ミネルヴァ書房，2020年）〈共編著〉 等
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お名前 矢島 佳代子さん

所属 株式会社池の平ホテル＆リゾーツ 女将

略歴 共立女子短期大学英文科卒業 三菱商

事株式会社勤務を経て、池の平ホテルの長男
と結婚。現在も女将さんとしてお越しいただ
くお客様への接遇を楽しんでいる。
実母を癌で亡くした時に「ありがとう」を

言えなかった後悔と、義父・義母の介護、看
取りを経験し、終活の必要性を感じ、終活カ
ウンセラーなど、終活に関する資格を取得す
る。観光の仕事をする中で、お世話になった
地域の方々に「終活の大切さ」「エンディン
グノートの書き方」を伝える活動を始めた。

書籍等「しあわせのエンディングノート」

お名前 所 正文さん

所属 社会福祉法人 堺市社会福祉協議会

地域福祉課長

略歴 平成3年入職。地域組織、当事者組織、

福祉機器活用相談などを担当。平成18年から
地域福祉総合企画を担当し、平成21年に行政
と合同で地域福祉(活動)計画を策定。以後計画
策定時に地域福祉ねっとワーカー(CSW)事業、
権利擁護サポートセンター、生活困窮者自立
相談支援事業、生活支援コーディネーター、
子ども食堂ネットワーク構築事業、地域福祉
型研修センターなどを事業企画し、現在は
スーパーバイズを担う。

書籍等 「地域共生社会の実現にむけた増

進型地域福祉の推進」小野達也 、朝倉美江編
著「増進型地域福祉への展開」(同時代社
2022年) 他
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お名前 佐久市岩村田高校
ボランティア班

略歴 班員数19名(1～3年）

主な活動内容
各種募金活動、地域ゴミ拾い
佐久バルーンFSボランティア
紙芝居作り(小諸市立図書館と協働）
高齢者福祉施設夏祭り補助
就労支援施設商品販売(文化祭にて）

現在はコロナ禍で地域との直接的な関わりに
制限があり残念ですが、自分たちでできるこ
とを考えながら活動しています。

お名前 菊原 修一さん

所属 小海おはなし本舗

略歴 小海町出身。岩村田高校卒業後、自動

車部品製造会社への勤務だどのため首都圏で
暮らす。23歳で帰郷し、実家の金属加工工場
を継ぐ。紙芝居との出会いは15年前に長野市
の「歴史の町長野を紡ぐ会」に偶然であった
こと。地元の小海町でもこの取り組みができ
ないかと考える。第1作目は「松原湖の竜」。
その後、賛同者が増えてるとともに、積極的
に活動を展開する。
作品作りを通して、古文書を読んだり、地

域の史跡を巡ったりと、常に歴史を学んでい
る。
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